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〔消費者の声〕 

ふれあい体験から感じた畜産物の安全 
（社）岡山県栄養士会 地域活動栄養士協議会 

会長 槙尾 幸子 

 

 「牛を見に行きませんか」と声をかけてくださっ

たことから（社）岡山県畜産協会さんとのお付き合

いが始まりました。そして、地域活動栄養士協議会

として「ふれあい牧場体験」を平成２１年２月２６

日（木）に初めて開催しました。41名の参加者があ

り、大型バスもほぼ満席状態でした。吉備中央町の

ストックファーム牧場に到着して、まずびっくりし

たのは、大型のナイロンブーツでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

牛舎に菌を持ち込んではいけないという理由から、

ブーツをはいて、消毒を十分にして牛舎に入りまし

た。牛舎に入って、なるほどと、その清潔さに感心

しました。牛と糞尿の独特の臭いを想像していまし

たが、全くそういった臭いや汚れはなく、牛のかわ

いい目が私たちを迎えてくれました。牧場は、小高

い丘にあり、のどかな田園風景の中、久しぶりに変

わった人々を見るといった趣で、牛たちは、しきり

と首を伸ばして私たちを歓待してくれているようで

した。このような清潔な状態に保つためには、エサ

にも工夫があるようでした。おいしい空気と豊かな

自然の中で育つ和牛は、ストレスを感じることもな

く、すくすくと成長していくことを感じました。や

はり恵まれた環境がよい品質を生んでいくのだと納

得しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次は乳牛を見学しました。ブラウンスイスという

褐色の品種でした。「肉牛と乳牛は目が違うなあ。乳

牛は命を搾っているので、目が厳しい」という会員

さんの声も聴かれました。 

実際に乳を搾ることはできませんでしたが、搾乳

の機械について説明を受けました。牛の命を頂いて

いる牛乳です。消費者は、もっと大事に飲みたいと

思います。 

 

 生産者のまず安全なもの、そしておいしいものと

いう思いが伝わってきました。それは岡山県営食肉

地方卸売市場で、厳しいＢＳＥ検査の説明や食肉セ

ンターでの見学を通して安全第一であることが、確

認されました。思っていた以上に厳しい検査がなさ

れていることがわかり、安心しました。食肉センタ
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ーで部位別に無駄なくカットされていく様子を実際

に目で見ることができ、感動しました。消費者は、

自分の目で見ることにより粗末にはできないと感じ

る人と、見たくないと思う人がいるようです。私は、

清潔な食肉センターで手際よく処理されていく工程

を実際に目で確かめることによって、安心と共に感

動いたしました。 

 今年度は、ふれあい体験調理教室で牛乳を使った

調理実習の後に下足守へ移動し、安富牧場を見学し

ました。雨が激しい中、熱心に説明をして頂きまし

た。安富牧場では、牛がまるで大家族の中で暮らし

ているようなフリーバーン牛舎方式でした。牛が思

い思いの場所でのびのびと暮らしているように見受

けられました。このような方式では、牛にストレス

がかからなくて乳の出もよいという話に、環境がい

かに大切であるか、人間も牛も同じであると感じま

した。ストレスがないものは味もまろやかでないか

と思いました。ジェラートが、さわやかでさっぱり

していたのは、冷たさだけではない、本物の味を感

じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当日は、本当に激しい雨で、雨音の激しい中、岡

山家畜保健所から、「衛生的な生乳の生産をめざし

て」と題して、いかに安全な生産に取り組んでいる

かの講義がありました。乳牛については、今年度と

合わせて２つの牧場の見学を行いました。生乳は、

各生産者からタンクローリーで集められた最寄のク

ーラーステーションまたは乳業工場へ搬入されるそ

うですが、それぞれ異なる品種や育て方をされたも

のが一緒になって製品が出来、消費者が口にした時、

生産者のそれぞれの思いはいつ伝わるのか不思議に

思いました。飲用牛乳が減少傾向にある中、生産者

のブランドがあってもいいのではないかと思います。

現在宅配牛乳のシステムが失われていっています。

牧場見学からは、人が牛を育て、愛している様子が

ひしひしと伝わってきます。しかし、製品になった

牛乳は機械が作っているという印象を受けます。ス

ーパーで購入するパック入りの牛乳は、便利ですが、

そこに人と人のつながりがありません。毎日配達さ

れる牛乳は人と人とのつながりがあります。人の向

こうに生産者を感じます。牛乳びんは、また再利用

できます。「毎日1本飲みましょう！」と呼びかけも

しやすいです。 

 今回の研修会を通して、生産者は、いかに安全に

気を遣っているかが、大変よくわかりました。消費

者も何が安全なのか、安全でないのか、目に見える

安全、目に見えない安全をよく目を見開いて、勉強

することが求められます。 

 生産者は、消費者が目で確認する機会をもっと持

ってもらいたいと思います。もっと生産者は、自己

アピールをして、そこにしかないもの、そこでしか

出来ないものをもっと、もっと売り出していくこと

が必要なのではないでしょうか！ 

 

まとめ 

 イタリアから始まったスローフード運動がありま

す。ともすれば、畜産品はそれに反したファースト

フードの代表のように扱われます。しかし、スロー

フード運動の目的には、地域の食材を生かし伝統食

を見直し、消費者に質の高い本物の素材を提供する

ことがあります。これからの畜産物は、地域に根ざ

した郷土食として消費者に愛される食文化の形成を

目指したものが求められます。 

 １００歳あるいはそれに近い高齢者の食事内容の

データを見てみますと、畜産物をしっかり摂取され

ています。牛乳は必ず飲用されています。高齢者社

会を元気で生き抜くためにも、畜産物の利用が必要

です。 


